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平
成
28
年
９
月
２
日
（
金
）
東
京
・
千
代

田
区
平
河
町
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
平
成
28
年

度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
業
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
に
地
方
公

共
団
体
、
共
済
組
合
等
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相

談
業
務
担
当
者
を
対
象
に
、
相
談
業
務
の
な

か
で
必
要
な
各
種
技
法
や
家
庭
経
済
設
計
に

関
す
る
専
門
知
識
等
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
す

相
談
業
務
の
基
礎
知
識
と
技
法

各
講
演
の
紹
介
・
１

有
限
会
社 
敬
愛

取
締
役　

久
野 

安
代 

氏

　

講
師
の
久
野
先
生
は
、
愛
知
県
大
府
市
に

在
住
さ
れ
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
住
宅
ロ
ー
ン
・

保
険
を
中
心
に
個
人
家
計
相
談
を
受
け
て
お

ら
れ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー（
Ｃ

Ｆ
Ｐ
認
定
者
）
で
す
。
ま
た
、
愛
知
県
を
中

心
に
生
損
保
商
品
販
売
（
代
理
店
業
務
）
を

行
い
な
が
ら
、
家
計
管
理
等
の
セ
ミ
ナ
ー
講

師
を
数
多
く
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
の
支
部
活
動
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
一
般
生
活
者
へ
の
Ｆ
Ｐ

の
普
及
促
進
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
相
談
業
務
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
ス
キ
ル
等
を
中
心
に
実
践
的
な
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
は
、

相
談
者
の
人
生
の
夢
や
目
標
を
か
な
え
る

た
め
に
総
合
的
な
資
金
計
画
を
立
て
、
経

済
的
な
側
面
か
ら
実
現
に
導
く
方
法
で
あ

る
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
必
要
な
知
識
を
備
え
、
相
談
者
の
夢
や

目
標
が
か
な
う
よ
う
に
一
緒
に
考
え
、
サ
ポ

ー
ト
す
る
専
門
家
の
こ
と
で
あ
る
。

・
相
談
業
務
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
そ
の

相
談
の
元
に
な
っ
て
い
る
「
相
談
者
の
夢
や

目
標
」
が
何
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、

そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。

・
人
生
の
夢
や
目
標
の
実
現
に
向
け
た
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
施
に

は
長
期
的
か
つ
総
合
的
視
点
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

２
．
相
談
に
応
じ
る
技
術

・「
相
談
員
は
、
相
談
業
務
の
活
動
が
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
、
ま
た
相
談
業
務
が
社
会
的

信
頼
に
応
え
る
よ
う
に
諸
規
定
に
つ
い
て

そ
の
意
義
と
概
要
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。
相
談
員
は
、
相
談
業
務
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
重
要
性
と
意
義
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
の
こ
と
が
ま
ず
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
遵
守
す
る
こ
と
が
相
談

員
と
相
談
者
双
方
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

・
相
談
者
と
の
信
頼
関
係
構
築
が
重
要
。
お
互

い
が
打
ち
解
け
た
状
態
に
あ
る
時
、
信
頼
関
係

が
形
成
出
来
て
い
る
良
好
な
関
係
と
い
え
る
。

・
信
頼
関
係
構
築
の
方
法

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
バ
ー
バ
ル
（
言

語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
と
ノ
ン
バ
ー

バ
ル
（
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

が
あ
る
。
話
し
手
の
印
象
は
視
覚
情
報
55
％
、

聴
覚
情
報
38
％
、
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
７
％
で
決
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

服
装
、
出
迎
え
方
、
座
り
方
、
メ
モ
の
取

り
方
な
ど
が
思
い
の
ほ
か
、
信
頼
関
係
構
築

に
は
重
要
で
あ
る
。

・
３
つ
の「
き
く
」。「
聞
く
」「
訊
く
」「
聴
く
」。

　
「
傾
聴
」が
大
切
。「
聴
く
」が
８
割
。「
話
す
」

が
２
割
。

・
何
の
た
め
に
質
問
す
る
の
か
。

　

相
談
者
の
目
的
を
知
る
た
め
、
相
談
者
の

目
標
を
明
確
化
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

質
問
に
は
ク
ロ
ー
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
と
オ
ー

プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
が
あ
る
。
ク
ロ
ー
ド
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
（
Y
ｅ
ｓ
と
Ｎ
ｏ
形
式
。
デ
ー

タ
が
収
集
し
や
す
い
。
相
談
者
が
答
え
や

す
い
。
受
け
身
に
な
る
）、
オ
ー
プ
ン
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
（
相
談
者
が
自
分
の
言
葉
で
答

「平成28年度 
ライフプラン相談業務セミナー」

を開催しました！
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え
る
方
式
。
相
談
者
が
自
由
に
話
せ
る
。

話
が
苦
手
な
相
談
者
は
躊
躇
す
る
可
能
性

も
あ
る
）
両
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
話
を
展
開
さ
せ
た
り
、
深
め

た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

・「
ほ
め
る
」「
待
つ
」
で
話
を
引
き
出
す
。

　

相
談
者
が
気
づ
い
た
点
は
積
極
的
に
「
ほ
め

る
」、相
談
者
が
考
え
て
い
る
間
は
「
待
つ
」。

・
大
切
な
の
は
納
得
感

　

決
め
る
の
は
相
談
者
。
答
え
は
相
談
者
が

持
っ
て
い
る
。
背
中
を
押
し
て
欲
し
い
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
の
確
認
が
し
た
い
。

〈
注
意
点
〉

・
情
報
へ
の
信
ぴ
ょ
う
性
、
正
確
性
に
気
を

つ
け
る
。

・
相
談
者
が
提
示
し
た
相
談
は
き
っ
か
け
に

過
ぎ
ず
、
本
当
の
問
題
は
別
の
と
こ
ろ
に

あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
よ
く
あ
る
。

３
．
相
談
す
る
側
に
な
っ
て
み
る

・「
相
談
者
に
な
っ
て
み
る
」
の
ワ
ー
ク
を
実

践
し
て
も
ら
っ
た
。
受
講
者
４
人
１
組
で

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
っ
た
。

・
こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
様
々
な
相
談
事

例
を
共
有
し
て
い
た
だ
い
た
。

４
．
ま
と
め

・
技
術
は
必
要
。
そ
れ
以
上
に「
姿
勢
」が
必
要
。

・「
思
い
」
を
持
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

か
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
。

　
「
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
」

　
「
お
さ
ら
い
を
し
て
も
ら
う
」

　
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
確
認
、
認
識
し
て
も
ら
う
」

な
ど現

役
時
代
か
ら
考
え
る

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン

各
講
演
の
紹
介
・
２

　

 

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ィ
ズ
ダ
ム

代
表　

山
崎 

俊
輔 

氏

　

講
師
の
山
崎
先
生
は
、
今
話
題
の
確
定
拠

出
年
金
の
第
一
人
者
で
す
。
企
業
年
金
研
究

所
、
Ｆ
Ｐ
総
研
を
経
て
独
立
。
商
工
会
議
所

年
金
教
育
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
、
企
業
年

金
連
合
会
調
査
役
Ｄ
Ｃ
担
当
な
ど
歴
任
。
論

文
「
個
人
の
老
後
資
産
形
成
を
実
現
可
能
と

す
る
た
め
の
、
退
職
給
付
制
度
の
視
点
か
ら

の
検
討
と
提
言
」
に
て
、
第
５
回
Ｆ
Ｐ
学
会

賞
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
。
退
職
金
・
企
業
年

金
制
度
と
投
資
教
育
が
専
門
。『
誰
で
も
で
き

る
確
定
拠
出
年
金
投
資
術
』『
お
金
が
「
貯
ま

る
人
」
と
「
な
く
な
る
人
」
の
習
慣
』
な
ど

執
筆
も
多
数
、
講
演
も
数
多
く
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

今
回
は
家
庭
経
済
に
お
け
る
老
後
資
金
の

準
備
方
法
等
お
金
に
関
す
る
知
恵
に
つ
い
て
、

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
は
じ
め
に

　

老
後
の
お
金
の
準
備
は
定
年
退
職
日
が
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
、
老
後
の
経
済
的
格
差
は
固

定
す
る
（
＝
準
備
は
現
役
時
代
に
し
か
行
え

な
い
）。
相
談
業
務
に
携
わ
る
方
へ
、
と
い
う

こ
と
で
、「
40
代
向
け
の
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ

ラ
ン
」「
50
代
向
け
の
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ

ン
」「（
個
人
型
）
確
定
拠
出
年
金
」
の
３
テ

ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

２
．
40
歳
代
で
伝
え
て
お
き
た
い

　
　
「
老
後
資
産
形
成
の
重
要
性
」

・
40
代
は
ま
だ
人
生
半
分
。こ
こ
か
ら
が
大
事
。

ま
ず
は
、
仕
事
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
！　

た
だ
し
、
40
歳
に
な
っ
た
ら
自
分
と
家
族
の

イ
ベ
ン
ト
を
先
読
み
し
て
お
く
こ
と
。
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
意
識
出
来
る
年
代
の
始
ま
り
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
整
理
し
、
将
来
予
測
す
る
。

・「
お
金
の
流
れ
を
意
識
し
よ
う
」

　

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
「
稼
ぐ
」「
節
約
す
る（
使
う
）」「
貯
め
る（
増

や
す
）」「
借
り
る
／
返
す
」「
備
え
る
」

・「
か
か
る
お
金
を
意
識
し
よ
う
」

　
「
子
の
教
育
費
」「
住
宅
購
入
費
」「
老
後
資
金
」

・
必
要
な
お
金
は
極
力
借
り
な
い
こ
と
。

・
教
育
費
の
貯
め
方
、
増
や
し
方
を
考
え
る
。

　

例
え
ば
、
児
童
手
当
は
手
を
付
け
な
い
な

ら
、
２
０
０
万
円
貯
ま
る
。

・
ま
だ
ま
だ
仕
事
で
頑
張
る
年
齢

　

老
後
の
た
め
の
ト
リ
プ
ル
メ
リ
ッ
ト

　
「
賃
金
ア
ッ
プ
で
貯
蓄
が
増
え
る
」

　
「
標
準
報
酬
が
上
が
る
の
で
年
金
が
増
え
る
」
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５
〜
６
万
円
が
必
要
。
こ
れ
だ
け
で
も
、

１
２
０
０
万
円
は
必
要
。

３
．
50
歳
代
で
も
ま
だ
出
来
る
こ
と
が
あ
る

　
　
「
老
後
資
産
形
成
の
重
要
性
」

・
少
し
で
も
手
を
打
つ
。
60
歳
ま
で
に
、
プ
ラ

ス
１
０
０
万
円
を
貯
め
る
と
、
夫
婦
で
年

10
万
円
の
旅
行
が
70
歳
ま
で
毎
年
出
来
る
。

・
今
か
ら
で
も
や
れ
る
こ
と
は
３
つ
。「
仕
事
」

「
節
約
」「
資
産
形
成
」。

・「
仕
事
」
…
年
金
定
期
便
の
話
…
60
歳
ま
で

同
じ
収
入
と
し
た
場
合
の
年
金
が
表
示
さ
れ
て

い
る
。
等

・「
節
約
」
…
節
約
は
ケ
チ
る
こ
と
に
あ
ら
ず
、

楽
し
み
な
が
ら
行
う
。
50
代
の
節
約
が
年
金

生
活
家
計
へ
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な

る
。
完
全
リ
タ
イ
ア
時
に
あ
わ
て
て
家
計

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
の
は
辛
い
。

　

家
計
簿
を
再
ト
ラ
イ
し
て
無
駄
な
出
費
を

撲
滅
す
る
。
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
い
も
の

に
金
を
か
け
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
分
か

る
。
理
想
は
「
満
足
度
は
下
げ
ず
、
出
費

を
下
げ
る
」。

・「
資
産
形
成
」
…
利
息
の
つ
く
借
金
を
早
く

減
ら
す
。
子
供
が
卒
業
し
た
ら
絶
対
に
貯

め
る
。

　

定
年
前
な
ら
株
式
投
資
に
も
ト
ラ
イ
し
よ

う
。
だ
が
、
退
職
金
で
初
め
て
の
株
式
投

資
は
「
極
め
て
危
険
」。
50
歳
代
の
投
資
は

収
益
よ
り
経
験
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

50
歳
代
だ
か
ら
も
う
遅
い
は
、
間
違
い
。

遅
く
は
な
い
。
む
し
ろ
今
し
か
な
い
と
考
え

　
「
退
職
給
付
に
も
反
映
さ
れ
る
」

・
夫
婦
共
働
き
を
意
識
し
よ
う
。

・
40
歳
に
な
っ
た
ら
老
後
を
意
識
し
よ
う
。

　

公
的
年
金
は
破
綻
し
な
い
。
た
だ
し
、「
基

礎
的
な
生
活
費
」
し
か
賄
え
な
い
。
ゆ
と

り
部
分
は
自
分
で
備
え
る
。
長
生
き
す
る

こ
と
が
年
金
の
受
給
に
と
っ
て
一
番
お
得
。

・
年
金
の
仕
組
み
を
知
っ
て
お
く
こ
と
。

　

年
金
額
は
ど
う
す
れ
ば
増
え
る
の
か
？　

長
く
ま
じ
め
に
仕
事
に
励
む
こ
と
は
、
年

金
額
ア
ッ
プ
の
近
道
。

・
老
後
に
い
く
ら
必
要
か
意
識
し
よ
う
。

　

ゆ
と
り
部
分
は
、
自
分
で
準
備
＝
毎
月
約

る
。
金
額
に
関
係
な
く
、
頑
張
っ
た
分
だ

け
老
後
の
豊
か
さ
が
上
積
み
さ
れ
て
い
く
と

考
え
る
。

４
．
確
定
拠
出
年
金
が
公
務
員
の
資
産
形
成

　
　

の
鍵
と
な
る

・
２
０
１
７
年
か
ら
確
定
拠
出
年
金
が
利
用

可
能
。

・
３
重
の
税
制
優
遇
を
見
逃
さ
な
い
。

　
「
拠
出
段
階
」
拠
出
掛
金
額
は
全
額
所
得

控
除
。

　
「
運
用
段
階
」
運
用
収
益
は
全
額
非
課
税
。

　
「
給
付
段
階
」
一
時
金
受
取
は
退
職
所
得

扱
い
、
年
金
受
取
は
公
的
年
金
等
控
除
適

用
で
、
税
制
優
遇
。

・
利
用
し
て
こ
そ
大
き
く
現
れ
る
税
メ
リ
ッ
ト
。

・
確
定
拠
出
年
金
の
よ
く
あ
る
誤
解

①
給
与
振
込
口
座
等
の
特
定
の
金
融
機
関
に

決
ま
っ
て
い
る
。
↓
決
ま
っ
て
い
な
い
。
加

入
者
が
希
望
す
れ
ば
、
事
業
所
は
拒
め
な
い
。

②
必
ず
投
資（
運
用
）し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

↓
い
い
え
。
元
本
確
保
型
商
品
（
定
期
預

金
な
ど
）
も
あ
る
。

③
中
途
解
約
は
出
来
な
い
（
掛
金
は
変
更
出

来
な
い
）。
↓
掛
金
額
の
変
更
、
中
断
は

可
能
。
た
だ
し
、
給
付
の
受
取
は
60
歳
ま

で
出
来
な
い
。

④
事
務
手
数
料
が
か
か
る
の
で
積
み
立
て
も

損
。
↓
掛
金
の
所
得
控
除
効
果
が
あ
る

の
で
、
ト
ー
タ
ル
で
は
得
。

⑤
財
形
の
よ
う
に
「
導
入
可
否
の
決
定
や
金
融
機

関
指
定
」
が
出
来
る
。
↓
出
来
な
い
。
加
入

◎平成28年度ライフプラン相談業務セミナー日程表
平成28年9月2日（金）　 ルポール麹町

時間 講演内容等

10:00～10:05 開講挨拶
一般財団法人地域社会ライフプラン協会

10:05～10:15 オリエンテーション

10:15～11:45
（1時間30分）

講演
（演題）「相談業務の基礎知識と技法」
（講師）有限会社 敬愛 

取締役  久野 安代 氏

11:45～12:45 昼食･休憩

12:45～15:15
（2時間30分）

講演
（演題）「現役時代から考えるリタイアメントプラン」
（講師）フィナンシャル・ウィズダム 

代表　山崎 俊輔 氏

15:15～15:30 休憩

15:30～16:30
（1時間）

講演
（課題）「被用者年金一元化後の相談業務」
（講師）地方職員共済組合 

給付課長兼年金相談室長　但馬 達郎 氏

16:30～17:00 質疑応答、アンケート記入

17:00 閉会
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い
た
だ
い
た
。

①
職
域
年
金
部
分
の
廃
止
関
係

「
現
在
受
給
し
て
い
る
３
階
部
分
の
支
給
額
が

減
額
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
？
」

↓
減
額
さ
れ
な
い
。
一
元
化
以
降
の
主
な
も
の

を
解
説
い
た
だ
い
た
。

②
年
金
払
い
退
職
給
付
関
係

「
新
た
に
年
金
払
い
退
職
給
付
の
制
度
が
創

設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
掛
金
の

負
担
が
生
じ
る
の
か
？
」

↓
負
担
が
生
じ
る
。
新
３
階
部
分
の
制
度
を

解
説
い
た
だ
い
た
。

③
在
職
支
給
停
止
関
係

「
平
成
27
年
10
月
分
か
ら
停
止
額
が
増
え
た

の
は
何
故
か
？
」

↓
支
給
停
止
と
な
る
基
準
額
が
47
万
円
か
ら

28
万
円
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。
年
齢
、
再
就
職
先
の
ケ
ー
ス
別
に

説
明
い
た
だ
い
た
。

「
平
成
28
年
４
月
に
転
職
し
た
ら
、
停
止
額

が
増
え
た
が
何
故
か
？
」

↓
転
職
、
再
就
職
に
よ
り
配
慮
措
置
（
激
減

緩
和
措
置
）
が
な
く
な
っ
た
た
め
。
こ
の

配
慮
措
置
に
つ
い
て
も
て
い
ね
い
に
解
説

い
た
だ
い
た
。

「
４
月
か
ら
再
就
職
先
の
給
料
が
大
幅
に
下
が

っ
た
の
で
、
停
止
額
が
少
な
く
な
る
は
ず
だ

が
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。
何
故
か
？
」

↓
標
準
報
酬
月
額
の
適
用
月
の
問
題
。
標
準

報
酬
月
額
の
定
時
決
定
及
び
随
時
改
定
の

説
明
、
在
職
老
齢
年
金
へ
の
反
映
の
タ
イ

者
が
希
望
す
れ
ば
、
事
業
所
は
拒
め
な
い
。
等

・
勤
労
者
は
「
勤
労
者
兼
投
資
家
」
に
な
る
。

・
仕
事
に
も
家
庭
に
も
影
響
が
な
い
投
資
を

す
る
。

５
．
ま
と
め

・
定
年
の
そ
の
日
ま
で
は
老
後
資
産
形
成
に

出
来
る
限
り
頑
張
る
。

・
定
年
を
迎
え
た
ら
、
今
度
は
い
つ
ま
で
も

引
き
ず
ら
な
い
。「
今
あ
る
お
金
で
最
大
限

の
幸
せ
を
得
る
方
法
」
探
し
に
集
中
す
る
。

被
用
者
年
金
一
元
化
後
の
相
談
業
務

各
講
演
の
紹
介
・
３

地
方
職
員
共
済
組
合

給
付
課
長
兼
年
金
相
談
室
長 

但
馬 

達
郎 

氏

　

平
成
27
年
10
月
実
施
の
被
用
者
年
金
制

度
の
一
元
化
後
の
相
談
業
務
と
一
元
化
後
の

年
金
個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
年
金
担
当

者
以
外
の
方
で
も
理
解
出
来
る
よ
う
に
解
説

い
た
だ
い
た
。

　

被
用
者
年
金
一
元
化
後
の
電
話
相
談
等
の

主
な
照
会
事
項
の
紹
介
、
そ
し
て
解
説
を
し
て

ミ
ン
グ
等
を
や
さ
し
く
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
も
、「
給
付
算

定
基
礎
額
残
高
通
知
書
」（
年
払
い
退
職
給

付
の
現
在
の
積
立
額
）、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

（
一
元
化
後
）、「
地
共
済
年
金
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
見
方
等

を
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
33
名
で
、
共

済
組
合
の
相
談
業
務
担
当
者
だ
け
で
な
く
、

市
町
村
の
担
当
者
の
方
も
多
く
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
様
々
な
団
体
、
様
々
な
年
代

か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
広
く
関
心
の
あ
る
セ
ミ

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
か
ら
、
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
今
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
よ
う
な
内
容

が
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
不
透
明
だ
っ
た
確
定
拠
出
年
金
の
話
が
聞

け
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」

「
相
談
業
務
は
、
人
と
人
の
関
わ
り
の
基
礎
が

大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
た
」

「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
考
え
る
上

で
の
現
役
時
代
の
考
え
方
を
深
く
学
ぶ
こ
と

が
出
来
た
」

　

次
回
の
当
協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成

29
年
１
月
20
日
（
金
）
開
催
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
専
門
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
多
く
の
ご
担
当
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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